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1947年東京都生まれ。1970年東京大学総合図書館に勤務。1997年より日本障害者リ
ハビリテーション協会情報センター長。2003年７月から2007年4月まで国立身体障害者リ
ハビリテーションセンター研究所障害福祉研究部長。

その間、国際図書館連盟盲人図書館セクション議長（1990-95年）を務め、その最後の仕
事として国際標準としてのDAISYの開発を提唱。以後DAISYの開発と普及に努めている。
WAI/W3C委員、国連世界情報社会サミット障害者コーカス・フォーカルポイントもｎ務め、
すべての人が共有できる知識と情報のデザインによる情報アクセス権と著作権の調和を
目指した活動に取り組む。特に近年は、知識による障害者の防災力向上と開発途上国の
障害者を含めた知識共有のありかたをテーマとした研究開発に従事



アクセシブルなICTとは？

• 知識・情報・コミュニケーションのアクセスを支
える知識、技術、機器およびサービス

＝＞ 21世紀の社会で、障害者と高齢者を含
む誰もが、適切な教育を受け、知識を共有し、
自立して、共に豊かな人生を生きるための社
会の仕組みを形成する主要な柱の一つ
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今回は、限られた発表時間であることを考慮し
て、自ら関わったアクセシブルなICTにおける日
本の開発途上国に資する貢献の中で、DAISYに
関わるものに絞って報告する

• DAISY＝Digital Accessible Information System： 出

版物と図書館（記録された知識と文化）が、読むこと
が難しい人々（persons with reading disabilities）にも
対等なアクセスを保障するためにDAISY Consortium

が開発し世界中に普及しつつある「アクセシブルな
マルチメディア」（障害者権利条約第2条）の開かれ
た無償の国際標準(技術ノウハウ)
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DAISY: Digital Accessible Information SYstem

DAISY のグロ－バルな広がり

DAISYコンソーシアムホームページ http://www.daisy.org/



DAISY開発まで
• 1986 国際図書館連盟（IFLA）東京大会盲人図書館分科会（SLB）主催シンポジウムで、デジタル録

音図書と発展途上国支援をそれぞれ検討

• 1990 発表者がIFLA/SLB常任委員会議長に就任

• 1991 IFLA/SLBアジアセミナーを東大安田講堂で開催

• 1992 IFLA/SLBアジアセミナーフォローアップをインドで開催

• 1994 IFLA/SLBラテンアメリカセミナーをキューバで開催

• 1995 IFLAイスタンブール大会でデジタル録音図書の国際標準規格の開発を提唱

• 1996 DAISYコンソーシアム設立（SLBの6メンバー（日本を含む6カ国）による設立）

• 1996-97 国際評価試験：500台のプロトタイププレイヤーと10タイトルのデジタル録音図書を30カ国
千人の視覚障害者によって評価・確認した。（厚生省・テクノエイド協会の助成による）

• 1997 IFLAコペンハーゲン大会でSLB常任委員会はDAISYの提案する機能が利用者のニーズに沿う
ものであることを確認

• 1998 最初のDAISY国際標準規格（DAISY2.0）制定



DAISY普及と更なる開発
• 1998-2000 日本の全ての点字図書館（約100館）へのDAISYの導入（世界初、厚生省補正予算）

• 1999- 日本障害者リハビリテーションセンターが無償のDAISY製作ツール（SigtunaDAR、MyStudioPC）と再生ツー
ル（AMIS）を無償で国内外に提供。オープンソースであるAMISの開発と普及は、その後国立障害者リハビリテー
ションセンターとDAISYコンソーシアムに引き継がれ、現在はDAISYコンソーシアムが担当。

• 2000－2010 著作権法改正活動： 知的障害・発達障害・精神障害・身体障害等で読むことが困難な人のDAISY
マルチメディアによる読書の保障を確保＝＞第二次アジア太平洋障害者の十年（BMF）で国際連携

• 2002-2009 DAISYコンソーシアムが中核となってアジア太平洋諸国から国際社会にICTアクセシビリティ政策の発
展と普及を進めた。（BMF、WSIS行動計画、障害者権利条約、防災に関するプーケット宣言等への反映）

• 2003-2008 DAISY for All（DFA）プロジェクト：日本財団の支援によってDAISYコンソーシアムがアジア諸国および南
アフリカにDAISY技術を移転。タイ・インドを拠点として他の諸国にDAISY製作技術を指導し製作拠点を設置。中核
的な人材も輩出（M. ブンタン、D.マノーチャ）。南アフリカの多言語HIVマニュアルを共同でDAISY化。

• 2004-2007 平成16年度科学技術振興調整費「障害者の自己決定を支援する情報コミュニケーション技術の開

発」は、障害者・高齢者の防災ニーズの抽出、そのニーズに応えるアクセシブルなマルチメディアの活用方法、動
画とDAISYを統合するための新規技術開発（SMIL3.0、DAISY4、EPUB3に反映）、新規開発技術の国際標準化と普

及のための取り組み（世界情報社会サミット、障害者権利条約、第二次アジア太平洋障害者の十年）、浦河べて
るの家と自治会の防災訓練によるDAISY形式のマルチメディア防災マニュアルの開発と有効性の実証

• 2005- 国立障害者リハビリテーションセンター、CWI、INRIA、DAISYコンソーシアムのDAISY/SMIL開発者グループ

と浦河べてるの家を含む浦河町住民の防災に関する交流から始まった「障害者・高齢者の防災ニーズに応える
アクセシブルなマルチメディア開発(Urakawa Project)」は、その後DAISYコンソーシアムのオープンソースのDAISY
製作ツール開発に引き継がれ、AMISと共に途上国におけるDAISY普及の牽引力となっている



• 2005 国リハ、DAISYコンソーシアム（DFA）、IDA、W3Cが連携して、世界情報社会サミット

（2003-2005）で行動計画に「ユニバーサルデザインおよびそれと連携する支援技術の開発

推進」を含めることに市民社会障害フォーカルポイントとして貢献。MDGでは直接触れてい

ない「障害者」の特別のニーズに国連サミットとして初めて言及し、後に障害者権利条約の

「アクセシブルなマルチメディア」（権利条約第2条）の概念を構成。

• 2005-2008 SMIL3.0 DAISY Profile完成： 動画を視覚障害者にアクセシブルにし、動画と手

話を電子出版で使えるようにするための規格開発

• 2010- DAISY4/EPUB3： SMIL3.0を活用し、動画付きのアクセシブルな電子図書をより広い人

が共有するための開発（日本語縦書きとルビ、中国語、アラビア語等のサポート含む）

2011年にEPUB部分はリリース、2012年中にDAISY4公式リリース予定。2005年の浦河で開

催した防災交流に参加した5名の開発者がDAISY4/EPUB3の開発を主導している。

• 2010年2月 チリ地震津波 浦河町で避難警報。それに従って率先避難。

• 2011.3.11 東日本大震災：浦河に2.8mの津波、避難指示で住民の避難率27%、べてるメン

バーの整然とした訓練通り避難して町・警察等から高く評価された。庁内被害総額3億円

• べてるの実践については障害者放送協議会、ITU、国連等で報告し教訓を共有





Sharing common understanding on Tsunami in Urakawa Town

Urakawa Town





Example of DAISY multisensory education materials
for Tsunami Evacuation

•Go straight to the point
•Tell what to do rather than 
what should not be done

•Use favorite or familiar
characters
pictures
drawings
voices
favorites
places
tastes
Music, rythms

•Understanding by brain and 
by body both
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On-site international study on 
Disaster Preparedness in Urakawa, 
May 2005

WSIS 2005 ->



浦河町の防災訓練 2009年9月5日
べてる、自治会、町役場、国リハ、未来センター、ATDOが連携





2011年3月11日の浦河
津波2.8メートル来襲

浦河べてるの家のメンバーは整然と避難

経済損失3億円

人命損失０



東日本大震災被災者支援サイト
http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/jdc/index.html



東日本大震災に関わる重要な様々な
情報が、国や関連機関から提供されて
います。しかし、通常の提供方法では、
読むことが困難な人々がいます。そのよ
うな方々に向けて、日本DAISYコンソーシ

アムの活動の一つとしてマルチメディア
DAISY での情報提供を始めました。

東日本大震災被災者支援サイト
http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/jdc/index.html



掲載コンテンツは、マルチメディアDAISY再生ソフトウェアである「Easy Reader 
Express」が付属した状態でダウンロードされますので、exeファイルをダウンロード
後、「Install」ボタンを押すことで再生がはじまります。

音声での読み上げがされるマルチメディアDAISYファイルが再生され、文字の大
きさ、音声の大きさやスピードを変更することができ、読みたい場所から読むこと
もできます。Windows 7/Vista/XPのパソコンでご利用ください。

他のDAISY再生ソフトウェアあるいはハードウェアでも再生することもできます。
セキュリティソフトの設定などによっては、exeファイルがうまくダウンロードできな
いことがあります。その場合は、zip版をダウンロードして、展開してから、インス
トール後、再生してください。

他のDAISY再生ソフトウェア（AMISなど）あるいはハードウェアでも再生することも
できます。インストール後、インストール先にDAISYフォルダができるので、そちらを
利用してください。インストール先を確認するには、EasyReaderの「ファイル」メ
ニューの「図書の概要」を開き、「場所」をご参照ください。

東日本大震災被災者支援サイト
http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/jdc/index.html



浦河べてるの家の津波避難マニュアルと
南アフリカのHIVマニュアル

• ICT（DAISY）を活用した一人一人とそれぞれの地域（国）のニーズに合ったマニュ
アル（知識アクセス）のアクセシビリティの事例

• 良いところ

– 関心・集中

– 理解

– 言語

– 図示

– 音声

• どうすればもっと良くなるか

– 動画・手話

– 図版・地図のアクセシビリティ改善

– 言語サポート

• ＝＝＞DAISY４/EPUB３



○DAISY/EPUBを活用したインクルーシ

ブな防災や教育・訓練に途上国も含め
て実際に活用できる、オンラインでもオ
フラインでも使えるアクセシブルで低価
格のグローバル知識ベースの構築

○著作権条約による特別なニーズに応
える著作物の円滑な利用の担保が必
要
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